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自立運転 について（停電時）

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転
用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点
使える機器(例）

ノート
パソコン

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開
　します。ただし、繰り返し自動停止した場合[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

携帯電話
充電器

停電が発生してエラー表示がでたら
連系運転を停止して自立運転を開始
することができます。

自立運転中に日射量不足により電力を出力できない場合、アラームが
鳴って待機状態になり、自立運転用コンセントからの出力が停止します。

ご使用の電気機器を減らしてください。待機状態の解除

●自立運転中の出力電力を表示

自立運転を始める

連系運転への切り換え

テーブルタップや電気機器を
コンセントにぶら下げるなど、
プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないで
ください。
使用を終えられたら、テーブル
タップや電気機器は外してください。

ご注意

自立運転時の発電電力は天候により変動します。パワーコンディショナ
の発電電力が自立運転用コンセントにつないだ電気機器の消費電力より
小さい時は運転を停止します。途中で電源が切れると、生命や財産に損
害を受けるおそれがある以下の機器はご使用にならないでください。

●自立運転用コンセントに以下の機器をつながない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用くだ
さい。使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。
太陽光発電システムで発電した電力よりも自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立
運転ができません。
モーターで動作する電気機器の中には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、
冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。
停電時にその他のコンセントは使用できません。

●自立運転用コンセントを使用してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

●エラー表示

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

●自立運転中待機状態表示

●自立運転中待機状態表示

を押して連系運転を停止する

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをONにする

住宅分電盤の太陽光発電用連系ブレーカをOFFにする

を押してモードを切り換える

自立ランプの点灯と出力電力の表示を確認する

自立運転停止表示を確認して を押す

利用したい電気機器のコードを自立運転用コンセントにつないで
ください。
電気機器を接続する前は「0.0kW」が表示されます。
利用している電気機器の消費電力に応じて出力電力を表示します。

待機状態

を押して自立運転を停止させる

を押して連系運転を開始する

を押して自立モードから連系モードに切り換える

・すべての医療機器、灯油やガスを用いた暖房機器
・デスクトップパソコンなどの情報機器およびその周辺機器
・炊飯器、電子レンジなどの調理器具
・その他、電源が切れると生命や財産に損害を受けるおそれのある機器

●連系運転中

kW

kW

●連系運転停止状態

●自立運転停止表示

利用したい電気機器のコードをこの
コンセントにつなげます。
※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

。

自立運転について
停電時などに、自立運転に切り換えた場合、太陽電池モジュールで発電した電力をパワーコンディショナ下面の
自立運転用コンセントから取り出すことができます。
ただし、日射量によっては発電量が少なく、15 A（自立運転用コンセント最大電流）まで使用できない場合があります。

自立運転モードのご注意点

携帯電話充電器 ノートパソコン

テーブルタップや電気機器をコンセントに
ぶら下げるなど、プラグやコードに張力が
かかった状態で使用しないでください。
使用を終えられたら、テーブルタップや電
気機器は外してください。

ご注意

日没などで発電電力が不足すると、自立運転が停止する
ため電気機器の電源が切れます。デスクトップパソコン
の場合はデータ破損などの原因となります。

●途中で電源が切れると生命や財産に損害を受ける
　おそれがある電気機器は使用しない

●発電電力より消費電力が小さな機器を使用してください。
自立運転用コンセントで使用できる電流は最大で15 Aまでです。消費電流が15 Aまでの電気機器をご使用ください。
使用する機器により異なりますが、おおよそ1000～1500 Wに相当します。太陽光発電システムで発電した電力よりも
自立運転用コンセントに接続した機器の消費電力が大きい場合、自立運転ができません。モーターで動作する電気機器の中
には、動作開始時に突入電流が流れて動作できないものがあります。（掃除機、冷蔵庫など）また、これらの機器を使用すると、
保護機能がはたらき停止することがあります。

●太陽光発電システムが発電していないときは使用できません。
夜間などで発電できないときは、自立運転ができません。

自立運転のときは、自立運転用コンセントのみに発電電力が供給されます。停電時にその他のコンセントは使用できません。
●自立運転用コンセントを使用してください。

●自立運転中に自動停止した場合、太陽光発電システムの発電電力が回復すると自動的に運転を再開します。
　ただし、繰り返し自動停止した場合は、[運転／停止]ボタンを押して運転再開してください。

太陽光発電システムで発電した電力を使用するため、天候の変化などで発電電力が不安定になることがあります。
発電電力が低下した場合、自動的に自立運転を停止します。

●使用している機器が途中で使えなくなる場合があります。

利用したい電気機器のコードをこのコンセントに
つなげます。

※外部のコンセントに配線されて
　いる場合もあります。

自立運転出力を用いて、掃除機など
モーターを内蔵している電気機器を
使用しないでください。

過電圧の発生により他の電気機器が
故障する原因となります。

●モーターを使用している電気機器は、他の
　電気機器と同時に使用しない

●使用する電気機器が安全な状態
　であることを確認してから自立
　運転を開始する

●自立運転開始後に異臭や異音が
　した場合は、ただちに自立運転
　を停止する
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